
　納税猶予の適用を受けている農地（「特例農地」という。）を譲渡・転用・貸付（※）、または耕作放棄等をした場合は、当該農

地に対応する猶予税額に利子税を加え、納税しなければなりません。また、それらの面積が特例農地全体の２割を超えた場合に

も、猶予税額の全てに利子税を加え、納付しなければなりません。納税猶予の期間中に、特例農地の移動の予定があるときは、

事前に農業委員会事務局（☎８２３－９４８４）または税務署に相談するようお願いします。

※特定貸付、営農困難時貸付を除きます。

農地の相続税・贈与税の納税猶予を受けている方へ
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高
知
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
と
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
６
月
か
ら
10
月
に
か
け

て
市
内
の
全
地
区
を
巡
回
し
、農
地
の
利
用
状
況
を

調
査
し
て
い
ま
す
。
こ
の
調
査
で
遊
休
農
地
で
あ
る

と
確
認
し
た
農
地
に
つ
い
て
は
、11
月
以
降
、所
有
者

の
方
に
今
後
の
利
用
等
に
つ
い
て
の
意
向
調
査
を
行

う
予
定
で
す
。

　

農
地
の
所
有
者
は
、
農
地
法
第
２
条
の
２
に
基
づ

き
農
地
を
適
正
に
利
用
す
る
責
任
が
あ
り
、ま
た
耕

作
放
棄
さ
れ
た
農
地
は
、
病
害
虫
の
発
生
な
ど
の
原

因
と
な
り
、
近
隣
の
農
地
を
耕
作
し
て
い
る
方
に
迷

惑
を
か
け
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

農
業
委
員
と
最
適
化
推
進
委
員
が
連
携
し
て

農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
実
施
中
！

❹❶

情報みどりのまち

　

ま
た
、
十
分
に
耕
作
に
適
し
た
土
地
で
あ
り
な
が

ら
耕
作
放
棄
さ
れ
、ご
自
身
で
の
管
理
や
農
地
中
間

管
理
機
構
へ
の
貸
付
を
行
う
意
思
が
な
い
な
ど
、
今

後
も
適
正
な
管
理
が
見
込
め
な
い
農
地
に
つ
い
て
は
、

固
定
資
産
税
の
軽
減
税
率
が
適
用
さ
れ
ず
、
結
果

的
に
課
税
額
が
上
が
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
は
全
国
的
に
増
加
の
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
良
好
な
農
業
環
境
を
守
る
た
め
、
農
地
の

適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

農地賃借料情報提供
　平成30年４月から平成31年３月までに公告された農業経営基盤強化促進法の中間管理権を含む

賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）は、以下のとおりとなっています。

高知市農業委員会

※1　現物価格で設定されたものは物納に含まれています。
※2　物納はすべて米での支払いとなっています。
※3　賃借料は、10a当たりの算出結果を四捨五入し百円単位で表示しています。
※4　特殊な事例（畑・施設園芸での現物での貸借、賃借料が著しく高額であるもの等）については集計の対象外としています。
※5　申請に施設園芸等の記載がない場合は畑として集計をしています。

全国農業新聞を購読しませんか
全国農業新聞は、経営や暮らしに役立つ情報がいっぱいの農業専門紙です。

◆発行日 毎週金曜日（月４回）

◆購読料 月700円（送料・税込）

お申し込みは…農業委員会事務局（☎８２３－９４８４）まで。
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農地パトロールは、農地法に定める利用状況調査の一環として毎年行っています



　

高
知
市
農
業
委
員
会
は
昨
年
10
月

24
日
、高
知
市
長
に
対
し
て
、農
業
施

策
等
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
今
年
４
月
24

日
に
市
長
か
ら
回
答
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、主
な
要
望
項
目
と
そ
の
回
答
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　

人
・
農
地
プ
ラ
ン
検
討
会
の
開
催
に

あ
た
っ
て
は
、農
業
委
員
会
等
の
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
し
、地
域
に
お
け
る

人
と
農
地
の
課
題
を
解
決
す
る
場
と

な
る
よ
う
取
組
を
進
め
る
。（
そ
の
他
３

件
の
要
望
項
目
に
つ
い
て
回
答
）

　

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
報
償
金
の
平
成
31

年
度
は
、
第
４
次
高
知
市
鳥
獣
被
害

防
止
計
画
の
捕
獲
計
画
頭
数
に
位
置

づ
け
て
い
る
7
0
0
頭
分
（
前
年
度
予

算
は
6
0
0
頭
分
）の
予
算
を
確
保

す
る
。（
そ
の
他
１
件
の
要
望
項
目
に
つ

い
て
回
答
）

　

新
規
就
農
者
支
援
は
、
高
知
市
農

林
水
産
課
に
事
務
局
を
置
く
「
高
知

市
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会
」

が
取
組
を
実
施
し
て
お
り
、
春
野
地

域
で
の
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
立
ち
上
げ
に

よ
る
経
営
安
定
や
営
農
定
着
の
支
援

を
モ
デ
ル
と
し
て
、
各
地
域
の
実
情
に

合
わ
せ
た
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い

く
。（
そ
の
他
３
件
の
要
望
項
目
に
つ

い
て
回
答
）

　

生
産
緑
地
制
度
は
、
令
和
２
年
か

ら
の
導
入
に
向
け
て
関
係
機
関
と
検

討
を
進
め
、
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
Ｊ

Ａ
の
広
報
誌
へ
の
掲
載
を
依
頼
す
る

な
ど
、
農
業
者
へ
の
周
知
を
図
る
。
学

校
給
食
米
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
食
材

調
達
体
制
を
活
用
し
な
が
ら
、
高
知

市
産
米
の
使
用
量
を
拡
大
し
て
い
く
。

（
そ
の
他
８
件
の
要
望
項
目
に
つ
い
て

回
答
）

　

春
野
地
域
の
新
川
川
及
び
支
線
も

含
め
た
河
川
の
拡
幅
、護
岸
整
備
、維

持
管
理
は
、高
知
市
と
し
て
も
重
要
な

課
題
で
あ
り
、引
き
続
き
河
川
管
理
者

で
あ
る
高
知
県
に
要
望
し
て
い
く
。（
そ

の
他
３
件
の
要
望
項
目
に
つ
い
て
回
答
）

　

高
知
市
農
業
委
員
会
で
は
、こ
れ

ら
の
回
答
に
関
す
る
評
価
を
行
う
と

と
も
に
、
移
動
農
業
委
員
会
等
で
出

さ
れ
た
意
見
・
要
望
を
踏
ま
え
、今
年

の
10
月
に
高
知
市
長
に
対
し
て
「
令

和
２
年
度
に
お
け
る
農
業
施
策
等
に

関
す
る
意
見
書
」
を
提
出
す
る
予
定

で
す
。

　

回
答
書
（
全
文
）に
つ
き
ま
し
て
は
、

高
知
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
10

月
１
日
よ
り
、
鏡
・
土
佐

山
地
区
で
耕
作
を
目
的
と
し
て
農

地
の
所
有
権
等
を
取
得
す
る
場
合
、

取
得
後
の
農
地
面
積
が
10
ア
ー
ル
以

上
あ
れ
ば
、
農
地
法
の
許
可
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

耕
作
の
た
め
に
、
売
買
や
贈
与
な

ど
で
農
地
の
所
有
権
等
を
取
得
す
る

に
は
、
相
続
に
よ
り
農
地
の
所
有
権

等
を
取
得
す
る
場
合
な
ど
を
除
き
、

農
地
法
第
３
条
の
規
定
に
よ
り
、
農

業
委
員
会
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
許
可
を
受
け
る
た
め
の
要
件

の
ひ
と
つ
に
、
新
た
に
農
地
の
権
利
を

取
得
す
る
者
の
農
業
経
営
面
積
が
一

定
以
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い

う
、「
下
限
面
積
要
件
」
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
下
限
面
積
要
件
は
、
地
域
の

平
均
的
な
経
営
規
模
に
満
た
な
い
農

家
が
増
え
す
ぎ
る
と
、
農
業
生
産
力

の
維
持
、
増
進
の
観
点
か
ら
好
ま
し

く
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
定

め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
高
知
市
で
は
、こ
の
下
限

面
積
要
件
を
「
新
た
に
権
利
を
取
得

す
る
農
地
を
含
め
て
40
ア
ー
ル
以
上
」

と
し
て
い
ま
し
た
が
、今
年
10
月
１
日

か
ら
、鏡
・
土
佐
山
地
区
で
は
、農
地
の

流
動
化
や
効
率
的
な
利
用
を
促
進

す
る
た
め
、「
新
た
に
権
利
を
取
得
す

る
農
地
を
含
め
て
10
ア
ー
ル
以
上
」
と

改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、鏡
・

土
佐
山
以
外
の
地
区
で
は
従
前
ど
お

り
40
ア
ー
ル
以
上
で
す
。

①
全
部
耕
作

　

権
利
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
が
、権
利
取
得
後
に
、耕
作
す
べ
き
農
地
の
全
て
を
効

率
的
に
耕
作
す
る
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
申
請
地
も
含
め
て
、
現
に
耕
作
放
棄
し
て
い
る

農
地
が
な
い
か
、労
働
力
や
通
作
距
離
は
適
当
か
を
判
断
し
ま
す
。

②
下
限
面
積

　

権
利
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
が
、権
利
取
得
後
に
、一
定
以
上
の
面
積
を
耕
作
す
る

と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

③
周
辺
農
地
へ
の
影
響

　

権
利
を
取
得
し
よ
う
と
す
る
者
の
耕
作
計
画
等
が
、
周
辺
農
地
の
耕
作
に
悪
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
。

農
地
を
売
り
た
い
・
貸
し
た
い
と
き

は
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
を
「
売
り
た
い
」「
貸
し
た
い
」
な

ど
の
農
地
の
出
し
手
か
ら
の
申
し
出
や
、
農
地
を
「
買
い
た
い
」

「
借
り
た
い
」
な
ど
の
受
け
手
か
ら
の
申
し
出
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。「
農
地
が
荒
れ
て
し
ま
う
前
に
誰
か
に
使
っ
て
も
ら
い
た

い
」
な
ど
の
ご
希
望
が
あ
る
場
合
は
、農
地
等
あ
っ
せ
ん
相
談
員

（
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
、Ｊ
Ａ
高
知
市
各
支
所
長
、Ｊ

Ａ
高
知
県
春
野
支
所
信
用
課
）
ま
た
は
農
業
委
員
会
事
務
局

（
☎
８
２
３

－

９
４
８
４
）に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

❷❸

◎農業者年金には、次の要件を満たす方なら経営主だけでなく配偶者や後継者などどなたでも加入できます。

　① 国民年金第１号被保険者（保険料納付免除者を除く）

　② 年間60日以上農業に従事

　③ 20歳以上60歳未満の方

◎積立方式のため、自分が掛けた金額は年金として生涯もらえます。

　仮に80歳前に亡くなった場合でも、死亡一時金が遺族に支給されます。

◎保険料はいつでも変更できます。　
　月 ２々万円から６万７千円まで千円単位で自由に変更できます。

◎支払った保険料は全額社会保険料控除となり、所得税や住民税等の節税になります。

◎認定農業者など意欲のある担い手には、一定の要件を満たせば国からの保険料補助が受けられます。

　　家計や経営にもメリットがある年金です。詳しい内容は、お近くのＪＡまたは農業委員会事務局（☎823－9484）

　までお問い合わせください。

農業者年金へ加入しませんか

市
長
か
ら
農
業
施
策
等
に
関
す
る
意
見
書
回
答
を
受
け
る

❶
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の

　

集
積
・
集
約
化
に
関
す
る
要
望

❸
新
規
参
入
の
促
進
に

　
　
　
　
　
　
　

 

関
す
る
要
望

❷
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・

　
　
　
　

 

解
消
に
関
す
る
要
望

鏡
・
土
佐
山
地
区
で
農
地
の
権
利
取
得
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

下
限
面
積
10
ア
ー
ル
に
引
き
下
げ

農
地
の
権
利
取
得
（
農
地
法
第
３
条
許
可
）の
主
な
要
件

農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の

　
　
　

  

推
進
に
関
す
る
要
望

高
知
市
の
農
業
発
展
に

　
　
　
　
　
　

 

関
す
る
要
望

国
・
県
へ
の
要
望

農
地
銀
行

１
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１
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件
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田
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４
件
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田
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件
（
田
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２
件
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畑
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１
件
（
田
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６
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畑
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６
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田
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７
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４
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１
件
（
畑
）

96
件
（
田
）

13
件
（
畑
）

朝
倉
地
区

鴨
田
地
区

 

初
月
地
区

秦
地
区

一
宮
地
区

布
師
田
地
区

高
須
地
区

五
台
山
地
区

三
里
地
区 

長
浜
地
区 

介
良
地
区

大
津
地
区

鏡
地
区

春
野
地
区

１
件
（
畑
）

１
件
（
田
）

１
件
（
畑
）

１
件
（
畑
）

１
件
（
畑
）

２
件
（
田
）

２
件
（
畑
）

４
件
（
田
）

４
件
（
畑
）

２
件
（
田
）

１
件
（
田
）

52
件
（
田
）

６
件
（
畑
）

朝
倉
地
区

鴨
田
地
区

 

旭
地
区

秦
地
区

高
須
地
区

三
里
地
区 

長
浜
地
区 

介
良
地
区

大
津
地
区

春
野
地
区

　

◎
売
り
た
い

農
地
情
報
（
令
和
元
年
７
月
末
現
在
）

　　

◎
貸
し
た
い

市長から会長に意見書の回答が手渡される

耕作放棄地等が増えている山間農業地域


